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FAO / WHO合同食品規格計画 
第 15回アジア地域調整部会 

 
 

日時 ： 2006年 11月 21日（火）～11月 24日（金） 
場所 ： ソウル（大韓民国） 
 

仮議題 

１． 議題の採択 

２． コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項 

３． ステップ 4でのコーデックス規格原案の検討 

(a) コチュジャンの規格原案 

(b) ジンセンの規格原案 

(c) 発酵大豆ペーストの規格原案 

(d) 非発酵大豆製品の地域規格原案 

４． 
能力開発を含むコーデックス委員会の作業を補完する FAO/WHO の活

動について 

５． 
各国の食品管理システムに関する情報及び食品規格策定における消費者

の参画に関する情報 

６． 
各国及び地域レベルにおけるコーデックス規格及び関連文書の利用に関

する情報 

７． 地域調整国の指名 

８． その他の事項及び今後の作業 

９． 次回会合の日程及び開催地 

１０． 報告書の採択 
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FAO/WHO合同食品規格計画（Codex） 
第 15 回アジア地域調整部会の主な検討議題 

                             

 日程：平成 18 年 11 月 21 日（火）～11 月 24 日（金） 

場所：ソウル（韓国） 

 
○ 主要議題の検討内容 
 
3. ステップ 4における規格原案の検討 

(a) コチュジャン規格原案 
前回部会では、任意原料、食品添加物の一部及び分析法についてステップ３

に戻され、その他の部分はステップ４に留められた。今次部会では、ステップ

３に戻された部分を中心に、各国コメントをもとに議論される。 

我が国で製造、流通、消費されているコチュジャンの原料及び食品添加物が

できるだけ反映されるよう対処したい。 

(b) ジンセン規格原案 
前回部会の合意に基づき、規格原案はステップ５での採択のため第 28 回総会

（2005 年）に提出された。しかしながら、対象とされるジンセン種をより広く

すべき及び食品のみが対象であることを確保するため修正すべきとの意見がい

くつかの国より示され、ステップ３に戻された。今次部会では、各国からのコ

メント、特にコメントとして韓国より提出された規格改訂原案をもとに議論さ

れることが予想される。 

我が国で生産、流通、消費されている製品の品質要件、一般名などが反映さ

れるよう対処したい。 

(c) 発酵大豆ペースト規格原案 
前回部会において、対象などに対し各国からコメントが示され、ステップ２

に戻された。本年８月に韓国より提出された改訂原案について議論が行われる。 

我が国のみそ製品の特性（製法、品質要件など）が反映されるよう対処した

い。 

(d) 非発酵大豆製品規格原案 
前回部会において、中国が新規作業として提案し、総会に提案することが合

意された。第 28 回総会において、修正された新規作業提案文書が提出され、規

格の対象を明らかにすることを勧告しつつ、新規作業として承認された。本年



７月に中国より提出された規格原案について議論が行われる。 
原案では、とうふ、湯葉、豆乳など非常に広範囲の製品が対象となっている

ため、一つの規格とすることが適当か、それぞれの製品について規格作成の要

件を満たすかを明確にするよう対処したい。 
 
５．各国の食品管理システムに関する情報及び食品規格策定における消費者の

参画に関する情報 

 各国における食品管理に関する制度、体制及び他国との協力・支援並びにコ

ーデックスへの対応における消費者の参画状況についての情報交換が行われる。 

 我が国の体制に関しては、前回の部会以降、農林水産省消費・安全局に新た

に畜水産安全管理課及び国際基準課が設置されたことを報告する予定である。   

さらに、以下の報告等を行いたい。 

① 各国政府の担当省庁・部局の把握を容易にする方法として、組織図を提
出し、変更がある場合はこれを更新すべきであること。 

② アジアのいくつかの国と進めている経済連携協定（ＥＰＡ）交渉におい
て、我が国は食品安全については議題にすべきでないと考えているが、

相手国が議論を行う必要があると考える場合には、食品安全の担当者が

直接交渉に参加すべきであること。 

③ 厚生労働省がアジア各国の政府職員に対し、食品安全に関する技術支援
を実施していること。 

 コーデックス対応における消費者の参画については、消費者の代表を委員に

含むコーデックス連絡協議会を年５回程度開催し、出席する部会の前に意見を

聞き、部会の後に報告を行っていることを中心に報告したい。 

６．国及び地域レベルにおけるコーデックス規格及び関連文書の利用に関する

情報 

第 57回執行委員会（2005年 12月）において、地域調整部会の議題に追加す
ることが合意された項目である。 
我が国においては、衛生植物検疫措置の適用に関する協定（ＳＰＳ協定）に

基づき、食品衛生に関する措置はコーデックス規格を基礎に設置あるいは改訂

していることなどを報告したい。 


